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会員の皆様へ
今回、第10回の定例コンサートを開催することが出来ました。演奏会こと

にどれくらいの皆様がこ来場下さるか緊張の連続ですが、コンサートを続けて

こられたのもひとえにクラシックギターフアンの皆様の厚いこ理解とこ支援の

賜と感謝致しております。

また、いつも快く演奏を引き受けてくださっている4名の方々にも御礼申し

上げたいと思います。毎回聴き慣れた名曲や演奏者の方々の思い入れの深い曲

を披露して＜ださっていますが、本臼も珠玉の作品を用意していただきました。

芸術の薫り深まる暮秋のひとときクラシカルギターの演奏をご堪能ください。

曲目について
「さくらの主題による変奏曲」はJohn Williams等の演奏で海外でも有名

ですが、演奏者小林恵子さんのお父様の編曲でお聴き下さい。幼少の頃からな

じみ深く聴いてみえたそうです。

「11f弓の義萎ヨ叩きはLeo Brouvuerキューバの作曲家の作品です。冒頭のメ

ランコリックな旋律は一度聴いたら忘れられないような親しけな美しさを秘め

ています。中間部では曲調が明るくなり憧れを求めるような眼差しを導き出し

ますが、やがて再び冒頭の旋律が淋しげに戻り、静かに曲が閉じられます。
「管定の丘」石川鷹彦はアコースティックギタリストの草分け的存在。196

0年代から活躍し小室等とともに六文銭を結成、その後吉田拓郎、かぐや姫、

風、イルカ、アリスなどのバック・ギタリストとして1970年代のフォーク、

ニューミュージックシーンにおいて数多くの名演を残す。

「ムーンタン（M。。ntan）」A。d，eWY。rkはアメ　i

リカのクラシックギタリストであり作曲家。バージニ

ア州で生まれ育ち、ジェームズ・マディスン大学でギ

ター演奏を専攻し学士号を1980年に得る。ロサンジ

ェルス・ギター・カルテット（LAGQ）のメンバーとし

て活躍する他クラシック・ギターのための曲を数多く

作曲している。 1ヽ　′
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「アベマリア」シャルル・フランソワ・クノー

（Charles FranGOis Gounod，1818年6月17Ej

－1893年10月18日）は、フランスの作曲家。わ

けても、ゲーテの『ファウスト』第1部に基づく同

名のオペラで有名である。バチカンの実質的な国歌

である『賛歌と教皇の行進曲』を作曲したことでも

知られている。

クノーは後半生において主に宗教曲を手掛けている

が、中でもバッハの『平均律クラヴィーア曲集』第

1巻第1曲の前奏曲に旋律をかぶ世だ『アヴェ・マ

リア』は有名であり、『クノーのアヴェ・マリア』

と称されている。

「、∴－■二　三話　し．7　ソナタ　イ長調　し．483」ドメ二コ・スカルラッティ（D

Omenico Scarlatti，1685年10月26日　－1757

年7月23日）は、イタリアのナポリ出身で、スペ

インのマドリードで没した作曲家。同年にJ．Sノてッ

ハ、ヘンデルのバロック時代の代表的作曲家が生ま

れているが、スカルラッティもその時代の鍵盤曲に

新しい用法を取り入れた重要な作曲家である。

マリア・マクタレーナ・パルバラ王女のために書か

れた個性溢れるチェンパリズムが繰り広げられる5

55曲の練習曲が、そのテーマ性と展開によって後

に「ソナタ」と呼ばれて親しまれている。

ギターにも数多くアレンジされており古今の名演奏家のレコードやCDで聴

くことができる。今回来演されているDr．lmotoも学生時代よく愛奏されてい

た。



「リュ斗組曲第1番　ホ短調　BWV996（ハ◆州）」バッハの膨大な名曲・大作

の影に隠れてしまいそうなリュート作品ですが、

伝えられるところでは、バッハは自ら演奏はでき

なかったが、リュートをこよなく愛し、リュート

の音色の出るクラビコードを愛用していたとのこ

と。アレリュート㍉アルマント㌦クーラット、サラⅣント㍉アート、シ●サ

と6つの舞曲で組み立てられています。

第1番は、1710年代のバッハの若い時の作品

といわれているようです。この曲は明らかにリュ
ート、あるいはリュートの音色を求めた鍵盤楽器、

ラウテン・ヴェルクの音質を想定して作曲された

ようです。第2番は当時からリュートで演奏されていた可能性の高い作品のよ

うです。第3番は無伴奏チェロ組曲第5番の編曲で、第4番は無伴奏バイオリ

ンパルティータ第3番の編曲です。繊細で、柔らかで、厳かなリュートの音は

神秘的です。

Fワ椚」ヨハネス・フラームス（JohannesBrahms，183

3年5月7日一1897年4月3日）は、19世紀ドイツの作曲家、

ピアニスト、指揮者である。バッハ（Bach）、ベートーヴ＝

ン（Beethoven）と共に、ドイツ音楽における「三大B」と

も称される。ハンフルクに生まれ、ウィーンに没する。作風

はおおむねロマン派音楽の範疇に属するが、古典主素的な形

式美を尊重する傾向も強い。


